
 

 

浜松市の無形民俗文化財『遠州大念仏』が７月

15 日(月)、犀ケ崖古戦場広場で開催されました。   

午後、犀ケ崖愛護会の人たちによって『おしょ

ろ様』を納める供養台が準備され、資料館内に祭

壇も作られました。夕方になり盆踊り大会が始ま

ると、徐々に観客が増えてきました。参加者や近

隣の人たちに話を聞くと「子供たちと 2 日間だけ

練習したのよ。毎年踊っているからね」「５歳から

70 年間ずっと見に来ているよ」バスで来た女性は

「以前この辺に住んでいたの。離れても必ず来ま

す」と話してくれました。 

辺りが暗くなると、葵紋の提灯を持った人を先

頭に「浜松上島組」が入ってきました。小学生５人

を含めた 9 名が、太鼓を切るようにたたく踊りが

15 分程続きました。この日は雨こそ降らなかった

ものの、湿度が高く、見ているだけでも暑かった

です。終わった後「上島小ですか。暑くて大変でし

たね」と声をかけたら、「はい、6 年です。4 年生

から続けているから平気です。この後まだ次に行

くんですよ」と爽やかな笑顔でした。 

8 時からは昨年も熱演していた「新原下善組」で

す。この組独特の背中を地面に付けて太鼓をたた

く姿を見ていると、450 年前の三方ヶ原の戦いを

連想してしまいました。ゆらゆらと燃える送り火

の炎の中に、双盤(そうばん)の同時に打たれた音が

響きあい消えていく様子に、必死に戦った若者た

ちの姿を見たような気がしました。本多忠真の嫡

男もこの戦いに出陣しましたが、父や友の死を思

い出家してしまいます。 

子供の頃から何度も見てきた『遠州大念仏』、犀

ケ崖で見たのは初めてでした。無常観というか、

哀愁が漂っていて太鼓の音が心に響きました。「来

年も来よう」と思ったのは私だけではないでしょ

う。 

広報部 高羽百代（北ブロック）

  

  

 

7 月３日(水)、静岡大学浜松キャンパスの留学生

を中心とした 16 名が、国際連携推進機構の袴田

先生引率の下、犀ケ崖資料館を訪問。「日本事情」

という授業の一環で、今年は浜松市について勉強

しているそうです。留学生は、ベトナム、ミャンマ

ー、中国、台湾、ドイツ、ペルーなど様々な国から

来ており、資料館

の説明ビデオの内

容はちょっと難し

めだったようです

が、熱心に見てい

ました。西ブロッ

クの当番さんが対

応してくれました。 

 

授業が終わってからの訪問だったため、閉館時

間が差し迫る中での見学でしたが、大念仏の双盤

を鳴らしてみたり、崖下をのぞいてみたりとぎり

ぎりまでしっかり見学してくれました。徳川家康

が三方ヶ原の戦いで生き残り、後の江戸幕府を開

いたこと、大念仏では敵味方関係なく慰霊を行う

こと、死者を弔うために歌ったり踊ったりするこ

となどが印象に残ったようです。    

今まで知らなかった日本文化を知ることができ

たと喜んでいました。7 月 15 日開催の遠州大念仏

も実際に見に来てくれました。私の担当している 

日本語の授業とは全く違う、浜松のお薦めを紹介

することができて、とてもうれしかったです。 

広報部 松沼素子（南ブロック）
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静大留学生『三方ヶ原の戦い』を学ぶ！ 

会員の説明を受ける留学生たち 
 



  

 

7 月 27 日(土)夏休み子供講座「浜松城公園今昔」

今年の子供講座は「浜松城公園今昔」というテー

マで、１日目講座、2 日目現地学習という予定で

企画されましたが、現地学習は、熱中症警戒アラ

ート発令の為残念ながら中止となりました。 

講座は浜松市防災学習センター（はま防～家）

を会場として、市内の小学生 7 名が参加されまし

た。参加者は徳川家康、織田信長、本多忠勝など

が好きで、浜松城以外に大坂城、二条城、犬山城、

松本城、鳥羽山城、掛川城などにも行ったことが

あるという歴史好きの皆さんです。 

初めに小池副会長から「授業では習わない、教

科書にも出てこない浜松城公園の歴史をぜひ自由

研究の参考にしてください」と挨拶がありました。 

その後事業部の沼田副部長の司会で、最初の講

師として長松谷会員が浜松城公園の「昔」の話、

特に明治時代以降の様子を重点的に解説しました。 

近代史に当たる部分は大人でも難しいところだ

と思いますが、長松谷会員はパソコンを操作しな

がらスクリーンに動きのある地図や文字を表示し

て巧みに説明し、「東京ドームが 6 個位入る広さ」

「動物園やロープウエイがかつてあった」などと、

わかりやすく丁寧に説明しました。参加者からは

「難しい！けど自由研究書ける！」「弓道場もあ

ったとは知らなかった」などの感想を聞きました。 

次に二人目の講師の堀内会員から、明日行くは

ずだった「今」の浜松城公園について説明があり

ました。パネルを使って浜松城公園にある天守閣

や天守門などの建物や、今はない二の丸御殿の場

所などを、まるで今現地にいるような熱演ぶりで

説明をしました。 

「現地学習行きたかった！」と残念がっている

参加者が複数いましたが、講座では皆さん充実し

た学習ができた様子でした。 

広報部 都築厚好（北ブロック）

 

6 月 11 日(火)、浜松市立西小学校を訪問して、

3 年生 78 名を対象に、「浜松まつりの歴史」に関

するふるさと講座を行いました。 

最初に事業部の中村部長から、「まつり会館や浜

松城、犀ケ崖資料館などでガイドの会のメンバー

が案内をしてるので、皆さんも遊びに来てくださ

い」と挨拶がありました。 

講座の内容は、浜松まつりの様子を映したビデ

オを見てもらい、それから順次、事業部のメンバ

ーが講師となり、凧の始まりや浜松まつりについ

て説明を行いました。 

凧は戦国時代に通信手段として使われたことな

ど凧の歴史の話から実際に凧を見せて、骨組みな

どの細かな構造について学んでもらいました。 

また、子供が生まれたときのお祝いとして行う

凧揚げについて、講師自らの体験談として、自分

が子供の頃、そして父親になったときのことを当

時の写真を使って説明しました。 

さらに、実際に浜松まつりを体験してもらうた

めに、まつりのときの「練り歩き」を披露し、子供

たちにも参加してもらって、かけ声に合せて一緒

に練りを行い、大いに盛り上がりました。 

 

最後に「5 月に行われる浜松まつりでは、実際

に凧揚げを体験できるコーナーや凧と記念写真が

撮れるコーナーもあるので、来年はぜひ家族みん

なで来てください」とＰＲも忘れませんでした。 

質問コーナーでは、奇抜な質問に講師の人たち

も返答に戸惑う場面もありました。1 時限（45 分）

の限られた時間の中でしたが、講師の皆さんの熱

心な説明で、子供たちに浜松の歴史ある文化を伝

えられたことは、大変有意義であったと思います。 

広報部 長松谷晃徳（東ブロック）

ふるさと講座 ｢浜松まつりの歴史｣

講師の説明に熱心に耳を傾ける子供たち 
 

質問に回答する中村部長 



  

 

北ブロックとしては久しぶりのミニ研修を 7 月

10 日(水)に実施しました。研修場所は昨年、中・

西ブロックで実施した「徳川家康家臣団屋敷跡巡

り」です。北ブロックから 18 名、西ブロックから

1 名、中ブロックから 1 名の合計 20 名が、暑さを

心配しながら浜松城を 9 時に出発しました。気温

は 30 度を超えていたとは思いますが、雲が多く、

やや暑さが軽減された天気に助けられて、全員最

後まで歩ききることができました。 

北ブロックも中・西ブロックの研修とほぼ同じ

ルートを行きました。まず鹿谷方面へ進み「近藤

康用」、鹿谷郵便局の「酒井正親」、浜松城公園西

側の「本多重次」へ。そして今は立て札が取り払

われてしまった高町の「榊原康政」へ。康政の屋

敷は二の丸にあったという説もあるというのが撤

去の理由のようです。三組町の「山家三方衆」の

濱松秋葉神社で集合写真を撮り、「鵜殿氏長」の

西小学校へ。さあ次は「鳥居元忠」というところ

で、突如谷野ブロック長が一騎駆けし、意外な方

向へ。皆が追いかけていくと、着いたのは住宅街

に囲まれた「大賀たんぽぽ広場」でした。元ソニ

ー社長の大賀典雄氏が浜松市に土地を寄付してで

きた公園で、中には小さな農園もあり、ほとんど

の人が初めて来たようでした。 

最後は中央図書館の「鳥居元忠」、下垂口の「松

下之綱」と巡って終了。距離約 5 キロ、1 万歩の

行程は、夏の研修としてはかなり頑張ったと言え

るのではないでしょうか。 

研修終後は今年度新入会員の歓迎会を兼ねた昼

食会へ。楽しく雑談して研修を締めくくりました。

当然と言えば当然ですが、家康家臣たちは浜松城

からほど近い周辺に住んでいたことが実感できま

した。常在戦場の時代だったとはいえ、せめて家

にいるときくらいは気が休まっていたらいいので

すが、果たして… 

広報部 都築厚好（北ブロック） 

小田原戦国まち歩きツアー

「徳川家康と初代藩主大久保

忠世の小田原をめぐるツアー」

に参加しました。 

箱根登山鉄道・箱根板橋駅に

集合。ガイドはなんと甲冑姿に

弓棒を手に現れた。 

まずは、日本最古と言われる

小田原用水を見て回った。大久

保家とゆかりがある板橋子育

て地蔵尊で、家紋が前期と後期

では「大」の字が異なる説明を受けた。次は秋葉

山大権現へ。三尺坊からの勧請。途中の民家には

東照宮が祀られていた。小雨

が時折ぱらついたが、ひどい

雨えにはならずに済んだ。 

板橋見附へ来ると、いよい

よここから城内へ入り、大久

寺へ。大久保家の菩提寺で一

族の墓がある。蝶型兜は空襲

で焼けたとのこと。 

実はどこかに残されてい

るのではと、探そうとロマン 

 

となっているとの話も。

石垣山を見ながら早川

口遺構へ。秀吉攻めに対

応して二重の土塁とな

っている。水路や早川が

堀となり、地形を利用し

て小田原城が形成され

ている。 

御花畑跡や石垣を

見ながら海岸へ。海岸

沿いを歩き土塁跡を

見ながら、法性山正恩

寺へ。三河から移され

た寺。大久保忠隣の妻

の墓がある。 

次は不老山無量寺

へ。家康ゆかりの地で、家康公夫婦の木座像が祀

られている。家康公の御朱印をありがたく頂いた。  

海岸を離れ小田原城の銅門・常盤木門を通り、

いよいよ天守下へ。ここまで３時間少し。長い道

中だったが、十分に楽しめた。またじっくりと訪

れたい小田原でした。 

中ブロック 鈴木孝久

甲冑姿のガイド 
 

小田原用水 

家康公の御朱印 

小田原戦国まち歩きツアーに参加
 

暑さにも負けずに笑顔の参加者 

小田原城天守を望む 



  

  

 

 

 

 

1 年間大河ドラマ館のボランティアをして、いろんな事を学び、体験しました。この

まま終わってしまうのは寂しいなって思っていた時、会員からのお誘いがあり、参加さ

せていただくことになりました。研修が始まり、先輩方の知識の豊富さに圧倒されて、

この先ついていけるか心配ですが、まず一歩踏み出してみようと思っています。 

よろしくお願いいたします。              南ブロック 舛田けい子 

 

サラリーマン生活を７年前に終え、自宅周辺の畑で野菜作りや自治会活動に参加をし

てきました。旅行が好きで、今年は四国道後温泉、北海道野付半島、北陸、山陰に行き

ました。旅行は、旅先で実際に見て聞いて、それまで知らなかったことを体験出来ます。 

そんな矢先、新聞の浜松観光ボランティアガイドの募集が目に入りました。自分は、

旅行はしているものの浜松の歴史文化について何一つ知識がないことに気付きました。

従って、「浜松を訪れたお客様に対して浜松を知って頂き楽しんで頂ける観光ボランテ 

ィアガイドに成れたならば」と思い応募をしました。今後は、先輩の方々に少しでも近づけるように

日々努力したいと考えます。                     北ブロック 佐野梅雄 

 

昨年 9 月に、浜松駅 地下道で偶然に 10 数年ぶりに会った旧知の友が｢観光ボラン

ティアをやってるよ｣ということを知り入会をしました。会の存在は、以前より知って

いましたが、時間的余裕がなくて、入会を見送っていました。 

1 月からの座学に始まり、現地研修や講演会と充実したカリキュラムに感謝してい

ます。                        東ブロック 井澤としを 
 

 

ドラマ館のボランティアをしていた際、となりの芝生がキレイに見えたためです。

実際、参加してみると皆さまのオ・モ・テ・ナ・シの精神と知識に驚くばかりです。   

新人研修の感想ですいませんが、ガイド研修での皆さまの健脚には驚きを禁じえませ

んでした。某お寺では、古くからの友人の菩提寺だったりして此処何十年も連絡して無

かったのできっかけができました。            中ブロック 金原清勝 

 

7 月のガイド活動 ≪明く楽しくやらまいか≫ 
 

 

 

 
         

３日 水 浜松市立伊佐見小学校 85 名  ３日 水 浜松市立伊佐見小学校 85 名 

９日 火 おおもり旅クラブ 15 名    静岡大学留学生 16 名 

10 日 水 磐田市立豊岡北小学校 44 名  4 日 木 浜松市立都田南小学校 60 名 

16 日 火 静岡文化芸術大学 36 名  5 日 金 浜松市立芳川小学校 108 名 

19 日 金 韓国からの視察 5 名  19 日 金 立教池袋中高地歴研究部 28 名 

         

  実績なし       

 

「浜松城」・「犀ヶ崖資料館」・「浜松まつり会館」にて、来場者にガイドを行っています。また 

この３カ所の他に「浜松市観光インフォメーションセンター（浜松駅構内）」や「家康の散歩道」 

同行ガイド、各種イベントとタイアップしたガイドなど幅広く活動しています。 
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